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考
古
学
の
研
究
に
は
、
発
掘
が
最
大
の
武
器
で
あ
る
。
発
達
の
お
く
れ
た
中

国
の
考
古
学
も
Y
野
外
工
作
の
経
験
を
つ
ん
で
、
み
ち
が
え
る
よ
う
に
進
歩
し

た
。
こ
と
に
一
九
五
〇
年
以
後
の
、
め
ざ
ま
し
い
、
か
ず
か
ず
の
発
見
は
、
世

界
の
学
界
に
大
き
な
反
響
を
よ
び
お
こ
し
、
ま
た
期
待
を
生
ぜ
し
め
た
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
は
新
某
国
の
、
さ
か
ん
な
建
設
に
と
も
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

や
は
り
、
中
国
の
、
か
ね
て
つ
み
か
さ
ね
て
き
た
野
外
工
作
が
基
礎
に
な
っ
て

い
る
。
も
し
、
こ
の
と
う
と
い
経
験
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
と
う
て
い
、
こ
れ

だ
け
の
成
果
は
あ
が
ら
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

　
一
般
に
中
国
の
発
掘
は
過
小
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い

う
面
も
な
い
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
十
年
十
五
回
の
安
陽
股
嘘
の
発
掘
や
現

場
を
研
究
所
と
し
た
房
山
周
口
店
猿
人
洞
の
長
期
工
作
は
、
発
掘
に
つ
い
て
も
、

本
格
的
な
訓
練
を
あ
た
え
た
し
、
も
の
お
ち
し
な
い
自
信
を
あ
た
え
た
と
お
も

5
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な
大
き
な
発
掘
に
も
お
ど
ろ
か
な
い
し
、
ど
ん
な
迅
速
な

工
作
に
も
応
ず
る
力
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
以
後
の
大
建
設
に
と
も
な
う
応
急

調
査
に
、
か
な
り
と
と
の
っ
た
成
績
を
あ
げ
え
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
新
中
国
は
、
ま
ず
一
九
五
〇
年
の
河
北
周
口
店
猿
人
洞
、
河
南
安
陽
武
官
村

股
王
墓
の
発
掘
を
手
は
じ
め
に
、
～
九
五
一
年
の
灘
…
北
長
沙
戦
国
両
漢
墓
の
発

掘
、
一
九
五
二
年
の
河
南
洛
陽
股
周
墓
、
禺
県
白
沙
戦
国
墓
、
鄭
州
二
里
岡
股

代
遺
跡
お
よ
び
河
北
唐
山
賀
各
庄
戦
国
墓
の
発
掘
、
一
九
五
三
年
の
河
南
安
陽

大
司
空
村
毅
墓
、
洛
陽
焼
溝
戦
国
両
漢
墓
の
発
掘
、
五
一
年
か
ら
五
三
年
に
わ

た
る
河
南
輝
嬉
股
周
秦
漢
墓
の
発
掘
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
五
四
年
、
五
年
か

ら
は
、
西
安
、
洛
陽
、
鄭
州
の
各
地
に
お
い
て
発
掘
が
長
期
化
す
る
と
と
も
に
、

研
究
所
や
博
物
館
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
河
爾
三
門
峡
の
ダ
ム
工
事
、
甘
粛
劉
家

峡
の
ダ
ム
工
事
に
、
大
規
模
な
調
査
発
掘
隊
が
編
成
さ
れ
た
。
し
か
も
、
新
建

設
が
全
中
国
に
お
よ
ん
で
い
る
ご
と
く
、
調
査
発
掘
の
工
作
も
全
国
に
わ
た
っ

て
い
て
、
大
小
の
発
見
が
、
夜
に
日
に
つ
い
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
で

あ
る
。

　
そ
う
し
て
、
　
こ
れ
ら
精
粗
さ
ま
ざ
ま
の
発
掘
成
果
は
、
　
い
ち
は
や
く
月
刊

『
文
物
参
考
資
料
』
、
隔
月
刊
『
考
古
通
訊
b
、
季
刊
『
考
古
学
報
』
に
よ
っ
て

逐
一
報
告
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
を
し
て
新
雪
冤
の
ニ
ゥ
ス
に
よ
ろ
こ
ば
せ
る
と
と

も
に
、
そ
の
応
接
に
目
ま
ぐ
る
し
い
お
も
い
を
さ
せ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す

べ
て
の
報
告
が
、
み
な
よ
く
で
き
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
か
に
は
、

あ
い
ま
い
な
の
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
迅
速
に
報
告
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
よ

い
こ
と
で
あ
る
。
も
う
今
日
で
は
、
『
叉
物
参
考
資
料
』
も
九
十
二
冊
、
　
『
考

古
通
訊
』
も
二
十
二
冊
、
『
考
古
学
報
』
も
十
九
冊
に
な
っ
て
い
る
し
、
『
基

本
建
設
中
出
土
文
物
展
覧
図
録
』
（
一
九
五
瞬
年
刊
）
、
『
楚
文
物
展
覧
図
録
』

（一

繻
ﾜ
四
年
刊
）
、
　
『
五
省
文
物
展
覧
図
録
』
（
一
九
五
八
年
刊
）
等
の
展
覧
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会
図
録
は
も
と
よ
り
、
　
『
自
二
身
墓
』
　
『
南
島
二
陵
』
　
（
一
九
五
七
年
中
、
『
折

南
古
画
像
石
墓
』
（
一
九
五
六
年
置
）
、
『
望
都
漢
墓
壁
画
』
（
一
九
五
五
年
刊
）
、

『
輝
県
発
掘
報
告
』
、
　
『
聖
書
墓
遺
物
』
　
（
一
九
五
六
年
刊
）
、
　
『
長
沙
発
掘
報

告
』
　
（
一
九
五
七
年
刊
）
等
の
発
掘
報
告
か
ら
、
『
長
沙
漆
器
図
録
』
　
（
一
九

五
五
年
刊
）
、
『
古
代
石
刻
画
選
集
』
　
（
一
九
五
七
年
刊
）
等
の
図
録
類
ま
で
、

か
ぞ
え
た
て
れ
ば
い
た
っ
て
多
い
。
そ
れ
に
戦
前
た
え
て
発
表
さ
れ
な
か
っ
た

安
陽
毅
櫨
の
発
掘
記
録
も
、
い
ろ
ん
な
か
た
ち
で
発
表
さ
れ
、
『
小
手
』
第
三

本
、
陶
器
の
上
半
も
、
一
九
五
穴
年
に
は
刊
行
を
み
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

を
一
々
点
検
す
る
こ
と
は
、
い
ま
で
は
容
易
な
こ
と
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
本

誌
が
、
以
下
の
項
目
に
わ
か
ち
、
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
、

そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

禰
、
新
出
西
田
金
文
編
年
の
諸
問
題伊

　
皇

道
　
治

　
西
周
青
銅
器
銘
文
の
研
究
特
に
そ
の
編
年
的
な
研
究
に
は
、
二
つ
の
大
き
な

流
れ
が
あ
る
。
一
つ
は
歴
法
を
推
定
し
て
一
種
の
歴
譜
を
復
原
し
、
こ
れ
に
銘

文
に
あ
ら
わ
れ
る
年
月
日
・
月
華
を
あ
て
は
め
て
行
く
方
法
で
、
こ
れ
に
は
、

呉
其
昌
氏
の
『
金
交
歴
朔
疏
証
』
　
（
一
九
三
六
年
）
と
劇
作
賓
氏
の
「
西
周
年

歴
譜
」
と
が
代
表
的
で
あ
る
。
二
は
、
銘
文
中
に
あ
ら
わ
れ
る
人
名
・
歴
史
的

事
実
・
地
名
な
ど
に
よ
っ
て
、
銘
文
を
幾
つ
か
の
群
に
わ
け
、
こ
れ
を
文
献
的

な
史
料
と
比
較
し
、
更
に
群
ご
と
の
銘
文
の
形
式
・
壁
体
・
器
形
・
文
様
な
ど

の
相
対
的
な
関
係
を
た
ど
っ
て
編
年
す
る
も
の
で
、
郭
沫
若
氏
『
両
周
金
文
辞

大
系
』
、
貝
塚
茂
樹
氏
『
中
国
古
代
史
学
の
発
展
』
　
（
一
九
四
六
年
）
、
更
に
最

近
に
は
陳
夢
家
弟
の
「
西
周
銅
器
断
代
」
が
あ
る
。
こ
の
方
法
の
何
れ
が
、
出

土
遺
物
の
研
究
に
よ
り
実
際
的
な
も
の
で
あ
る
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ

て
、
こ
の
論
考
で
は
、
そ
の
範
囲
を
第
二
の
方
法
に
限
っ
て
述
べ
る
こ
と
と
す

る
。　

さ
て
最
近
に
お
け
る
青
銅
器
銘
文
の
研
究
は
、
陳
夢
華
氏
の
「
西
周
銅
器
断

代
」
の
発
表
に
よ
っ
て
、
新
し
い
段
階
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、

銘
文
の
体
系
的
な
研
究
は
、
郭
筆
墨
氏
の
『
両
耳
金
文
辞
大
系
』
　
（
一
九
三
三

年
）
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
然
る
に
最
近
に
な
っ
て
新
し
い
資
料
が

出
土
し
た
り
、
或
は
私
蔵
さ
れ
て
い
た
青
銅
器
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
、

こ
う
い
う
新
資
料
を
含
め
て
、
改
め
て
体
系
的
な
研
究
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
。

こ
れ
に
先
ず
着
手
し
た
の
が
、
陳
氏
の
論
考
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
『
考
古
学

報
』
第
九
冊
か
ら
同
第
十
四
冊
（
一
九
五
六
年
第
四
期
）
の
六
回
に
わ
た
っ
て

連
載
さ
れ
、
申
絶
し
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
全
容
は
知
り
得
な
い
が
、
孝

王
の
時
期
即
ち
配
偶
時
代
の
な
か
ば
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
時
期
ま
で

の
研
究
に
つ
い
て
は
、
陳
氏
の
論
文
を
中
心
と
し
て
眺
め
て
見
よ
う
。
但
し
陳
∵

氏
の
と
り
あ
げ
た
銘
文
の
す
べ
・
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
紙
数
の
関
係
で
不
可

能
で
あ
る
か
ら
、
今
回
は
出
来
る
だ
け
、
新
出
資
料
に
重
点
を
置
き
、
他
は
、

末
尾
に
あ
げ
た
附
表
を
見
ら
れ
た
い
。
ま
た
こ
の
論
考
は
樋
購
隆
康
氏
の
「
新

発
見
の
西
周
銅
器
群
と
そ
の
問
題
点
」
と
関
連
す
る
所
が
多
い
の
で
常
に
参
照

さ
れ
た
い
。

　
漸
出
或
い
は
新
紹
介
の
資
料
の
う
ち
で
、
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
何
と
い

っ
て
も
、
聖
廟
・
保
尊
、
宜
煙
毒
段
、
召
尊
・
召
爵
の
三
組
の
銘
文
で
、
何
れ

も
周
初
の
東
夷
征
伐
に
開
係
の
あ
る
青
銅
器
で
あ
る
。
先
ず
こ
の
三
つ
の
金
・
叉
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